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8人が登壇88人人がが登登壇壇

そそそこが
ききたいききききたたいい
ここがが

問

保
育
所
の
増
設
を
。

答

内
宿
駅
東
側
に
定
員
90

名
の
認
可
保
育
所
が
開
所
す

る
。
中
央
保
育
所
の
代
替
と

し
て
定
員
1
1
0
名
の
私
立

保
育
園
を
整
備
す
る
。
つ
く

し
ん
ぼ
保
育
園
が
定
員
40
名

の
認
可
保
育
所
へ
移
行
す
る

た
め
の
整
備
を
お
こ
な
う
。

問

新
し
い
保
育
料
は
少
な

く
と
も
現
状
維
持
を
。

答

現
状
と
同
じ
に
な
る
よ

う
配
慮
し
た
い
。
階
層
区
分

を
1
区
分
増
や
し
た
。

問

小
規
模
保
育
の
補
助
金

は
。

答

国
の
示
す
価
格
に
も
と

づ
き
、
各
市
町
村
か
ら
給
付

を
受
け
る
。「
家
庭
保
育
室
保

護
者
助
成
金
」
は
利
用
者
負

担
額
が
認
可
保
育
所
と
同
額

に
な
る
た
め
な
く
な
る
。

無
線
山
緑
の
ト
ラ
ス
ト

問

事
業
内
容
は
。

答

計
画
ど
お
り
用
地
を
取

得
し
た
。
整
備
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を

開
催
し
た
。
27
年
度
は
整
備

工
事
を
実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
を
お
こ
な
う
。

小
針
中
の
生
徒
増
対
策

問

教
室
不
足
の
対
策
。

答

平
成
30
年
度
か
ら
不
足

す
る
た
め
29
年
度
ま
で
に
増

設
工
事
を
完
了
さ
せ
る
。

問

不
足
し
て
い
る
施
設
、

設
備
へ
の
対
応
。

答

教
室
の
増
設
と
合
わ
せ

ト
イ
レ
、
水
道
に
つ
い
て
適

切
に
対
応
し
た
い
。

質問事項
�子ども・子育て新制度実施に向けて
�小規模企業振興基本法を生かして地域経済の活
性化を
�無線山緑のトラスト保全活動の発展を
�小針中の生徒増の現状と対策
�子供の貧困対策の推進に向けて
�充実した子育て支援をめざして
�まち・ひと・しごと地方創生長期ビジョンにつ
いて
�防災対策について
�地域経済の活性化対策について
�避難訓練について
�膨らむ医療費、削減するには
�地域包括ケアシステムの進捗状況
�町の活性化、買い物弱者対策のため、町がコー
ディネーターとなる商店、飲食店、企業等の誘
致を
�防災無線での情報発信について
�シティープロモーションについて
�伊奈町の消防力の現状について
�介護保険制度要支援「訪問介護」「通所介護」に
ついて
�介護報酬の引き下げと職員の処遇改善について
�施設利用と利用料について
�障がい者介護保険優先について
�低所得者の介護保険料引き下げを
�後期高齢者医療制度について
�小中学校のトイレのリニューアル・洋式化を
�地方創生と伊奈町の位置づけ
�まち・ひと・しごと創生法とまちづくり

質問議員

大沢 淳

中原敦子

上野克也

毛塚眞一

奥田とみ子

上野尚德

水上邦雄

村山正弘

ページ
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3月定例議会は8人の議員が一般質問を行
いました。その中から主な質疑応答の要旨を
質問した議員の要約により掲載します。なお、
会議中の発言と答弁は、伊奈町議会ホームペ
ージおよび図書館に備えてある会議録でご覧
になれます。（5月下旬掲載）

認
可
保
育
所
の
増
で
希
望
者
す
べ
て
の
入
所
を

新しい認可保育所

お
お
さ
わ

大
沢

じ
ゅ
ん淳

議
員

一般質問

一般質問

No.1679
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
向
け
て

問

学
校
生
活
の
中
で
見
え

て
く
る
貧
困
状
況
は
、
把
握

可
能
か
。

答

学
校
に
お
い
て
は
、
学

級
担
任
や
教
科
担
任
が
授
業

中
の
見
届
け
を
し
て
お
り
、

養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
・
事

務
職
員
な
ど
は
、
学
級
担
任

と
は
違
っ
た
立
場
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
言
動
や
所

作
、
服
装
、
持
ち
物
な
ど
気

に
な
る
場
合
は
管
理
職
に
報

告
し
、
教
職
員
が
情
報
を
共

有
し
て
い
る
が
、
貧
困
状
況

の
把
握
に
つ
い
て
は
困
難
で

あ
る
。

問

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
よ
り
、

福
祉
関
連
機
関
と
の
連
携
が

は
か
れ
、
子
ど
も
と
親
へ
の

支
援
の
充
実
が
図
れ
る
。
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
配
置
の
考
え
は
。

答

現
在
、
教
育
セ
ン
タ
ー

に
1
名
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
が
抱
え
る
教
育
相
談
や

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
」
の
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

充
実
し
た
子
育
て
支
援
を
目

指
し
て

問

ベ
ビ
ー
用
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
貸
出
で
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
。

答

ニ
ー
ズ
が
ど
れ
だ
け
あ

る
か
な
ど
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

問

市
町
村
に
、
2
0
1
5

年
度
ま
で
に
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
が
努
力
義
務
と

し
て
課
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
方
創
生
の
カ
ギ
は
、

地
方
が
自
立
に
つ
な
が
る
よ

う
、地
域
の
資
源
を
生
か
し
、

責
任
を
持
っ
て
戦
略
を
推
進

で
き
る
か
ど
う
か
と
い
え
る
。

答

策
定
は
、「
地
方
版
総
合

戦
略
策
定
事
業
」
と
し
て
、

人
口
動
態
な
ど
を
踏
ま
え
、

産
業
構
造
や
雇
用
の
現
状
及

び
将
来
見
通
し
に
係
る
調
査

分
析
を
行
い
有
識
者
会
議
等

の
推
進
組
織
を
設
置
し
、
効

果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問

伊
奈
町
の
一
般
住
宅
の

耐
震
化
の
進
捗
は
。

答

町
で
は
、
大
規
模
な
地

震
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
に

備
え
、
平
成
22
年
に
伊
奈
町

建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画

を
策
定
し
耐
震
化
を
進
め
て

い
る
。
平
成
25
年
時
点
の
町

の
住
宅
耐
震
化
は
81
％
と
な

っ
て
い
る
。

問

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」
の
推
進
状
況
と
配
布
の

拡
大
は
。

答

配
布
対
象
者
は
、
原
則

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
方
、
要
介
護
3
か
ら

5
の
方
、
並
び
に
障
害
者
手

帳
所
持
者
の
方
で
あ
る
。
な

お
、
日
中
単
身
に
な
る
高
齢

者
な
ど
災
害
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
よ
う
な
方
に
も
希

望
に
よ
り
配
布
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
向
け
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地
方
創
生

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

全ての子ども達が、その生まれた環境に
左右されることなく、自分の将来に希望
を持って、望める社会にしていきたいも
のです

「救急医療情報キット」

な
か
は
ら
あ
つ
こ

中
原
敦
子
議
員

う
え
の
こ
く
や

上
野
克
也
議
員

一般質問

10
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問

町
の
活
性
化
と
こ
の
地

域
の
方
々
に
寄
り
添
っ
た
基

盤
整
備
に
つ
い
て
。

答

「
み
ど
り
と
歴
史
・
文

化
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
自
然
や

歴
史
・
文
化
と
の
関
わ
り
を

深
め
、
地
域
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
、
都
市
機
能
が
共

存
す
る
ま
ち
作
り
を
目
指
し

ま
す
。

問

地
域
の
未
来
を
切
り
開

く
力
と
な
る
知
的
財
産
の
活

用
に
つ
い
て
。

答

特
許
の
相
談
窓
口
や
知

的
財
産
に
関
す
る
専
門
家
派

遣
事
業
を
実
施
し
て
い
る
、

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
産
業

振
興
公
社
と
連
携
を
図
る
。

問

ア
イ
デ
ア
の
集
積
が
、

町
の
将
来
の
価
値
を
高
め
る

町
民
ア
イ
デ
ア
バ
ン
ク
の
創

設
に
つ
い
て
。

答

現
在
運
用
し
て
い
る「
町

政
へ
の
ご
意
見
箱
」・「
町
長

へ
の
手
紙
」
の
制
度
を
利
用

し
、
ご
意
見
・
ご
提
案
の
対

応
に
努
め
た
い
。

問

消
費
者
に
農
産
物
の
地

産
地
消
の
推
進
と
農
地
の
守

り
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
フ

ァ
ー
ム
マ
イ
レ
ー
ジ
運
動
に

つ
い
て
。

答

地
産
地
消
と
農
地
の
保

全
を
あ
わ
せ
て
推
進
す
る
事

業
で
あ
る
。
先
進
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
の
で
、
広
が
り

の
具
合
を
見
極
め
な
が
ら
研

究
す
る
。

問

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

医
療
費
は
毎
年
膨
ら
み
続
け

て
い
る
。
後
発
医
薬
品
の
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
普
及

す
る
こ
と
は
、
先
発
医
薬
品

の
新
薬
に
比
べ
、
値
段
が
3

割
か
ら
5
割
安
く
な
る
。
有

効
性
や
安
全
性
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
国
は
、
平
成
30
年

3
月
ま
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
数
量
シ
ェ
ア
を
、

60
％
以
上
に
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
今
、
普
及
に
向

け
取
り
組
む
自
治
体
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
伊
奈
町
の

普
及
率
の
現
状
と
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
に
変
え
た
場
合
の
節

減
効
果
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。
現
行
の
周
知
方
法
に

薬
代
が
安
く
な
る
情
報
を
明

記
す
べ
き
で
は
。

答

平
成
26
年
12
月
の
実
績

で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
率
は
52
％
、
節
減
効

果
は
6
6
6
万
円
あ
っ
た
。

周
知
方
法
は
、
毎
年
の
被
保

険
者
証
更
新
時
に
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド

付
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し

て
い
る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に

し
た
場
合
の
削
減
効
果
の
明

記
は
、
各
自
治
体
が
進
め
て

い
る
た
め
検
討
す
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

進
捗
状
況
は

問

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

す
べ
き
で
は
。

答

介
護
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
高
齢
者
が
行
う
こ
と

は
問
題
が
あ
る
。
今
回
の
介

護
保
険
制
度
の
改
正
の
中
で

研
究
し
て
い
く
。

地
域
経
済
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

膨
ら
む
医
療
費
、
削
減
す
る
に
は

け
づ
か
し
ん
い
ち

毛
塚
眞
一
議
員

お
く
だ

こ

奥
田
と
み
子
議
員

農作物の洗浄状況

ジェネリック医薬品希望カードで
医療費が安くなります

一般質問

No.16711



�������������������������������

問

店
を
始
め
た
い
人
、
土

地
を
活
用
し
た
い
人
、
貸
店

舗
を
建
て
ら
れ
る
人
。
町
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
、
効

率
的
な
店
づ
く
り
環
境
を
。

答

町
内
全
体
で
の
商
店
や

飲
食
店
数
は
減
少
傾
向
。
町

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
を
担
い
、
誘
致
を
効
果
的

に
推
進
し
て
い
く
。

問

金
融
機
関
と
連
携
し
、

開
業
資
金
を
低
金
利
融
資
で
。

答

優
遇
融
資
に
つ
い
て
、

金
融
機
関
に
働
き
か
け
る
。

問

早
急
な
買
い
物
弱
者
対

策
、金
融
機
関
不
足
対
策
を
。

答

生
活
必
需
品
は
、
身
近

で
購
入
で
き
る
よ
う
、
県
と

も
連
携
し
、誘
致
を
進
め
る
。

問

郵
便
局
の
誘
致
を
。

答

各
地
域
の
拠
点
へ
の
誘

致
が
望
ま
し
い
。
郵
便
局
の

誘
致
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
に
関

し
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
検
討
す
る
。

災
害
時
の
情
報
伝
達
向
上
を

問

聞
き
取
り
や
す
い
防
災

行
政
無
線
等
、
町
民
へ
の
情

報
伝
達
向
上
の
取
り
組
み
は
。

答

防
災
行
政
無
線
、
登
録

型
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
町
公
式

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
。

今
年
1
月
、
大
規
模
災
害
時

に
、避
難
勧
告
等
の
情
報
を
、

町
内
に
い
る
全
て
の
人
の
携

帯
電
話
に
緊
急
情
報
メ
ー
ル

を
送
れ
る
よ
う
に
し
た
。

救
急
車
、
消
防
車
等
の
装
備

を
含
む
消
防
力
の
維
持
向
上

問

広
域
化
で
伊
奈
町
の
消

防
力
は
下
が
ら
な
い
か
。

答

消
防
力
の
維
持
を
前
提
。

中
長
期
的
に
は
向
上
す
る
よ

う
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問

必
要
性
の
認
識
は
。

答

衛
生
面
の
対
策
も
含
め
、

ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

洋
式
化
、
内
装
改
修
、
施
設

の
環
境
改
善
の
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。

問

改
修
費
用
は
。

答

各
小
中
学
校
と
も
便
器

の
洋
式
化
に
加
え
、
床
面
・

壁
面
及
び
給
排
水
管
等
の
改

修
工
事
が
必
要
と
な
る
た
め
、

詳
細
な
設
計
を
実
施
し
な
い

と
費
用
の
算
定
が
で
き
な
い
。

問

実
施
時
期
の
見
通
し
は
。

答

現
在
、
校
舎
の
外
壁
改

修
工
事
や
屋
上
防
水
改
修
工

事
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
予
定
、
財
政
状
況

を
考
慮
し
、
順
次
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

問

本
人
家
族
の
希
望
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
。

答

新
し
い
総
合
事
業
に
移

行
し
て
も
本
人
・
家
族
の
意

向
、
希
望
を
尊
重
す
る
。

問

有
資
格
者
の
育
成
と
人

材
確
保
の
見
通
し
は
。

答

有
資
格
者
で
な
く
て
も

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
可

能
と
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

の
特
性
の
理
解
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

問

地
域
支
援
事
業
延
期
を
。

答

新
し
い
総
合
事
業
の
実

施
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
環
境
整
備
等
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
29
年

4
月
1
日
を
予
定
し
て
い
る
。

買
い
物
弱
者
対
策
。
町
興
し

町
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
商
店
、飲
食
店
の
誘
致
を

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
洋
式
化
を

シティープロモーションに
動画の活用を！

大宮駅にある70インチのデジ
タルサイネージは効果的

介護施設と桜

う
え
の
な
お
の
り

上
野
尚
德
議
員

み
ず
か
み
く
に
お

水
上
邦
雄
議
員

一般質問
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地
方
創
生
と
町
の
位
置
づ
け

問

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

地
方
創
生
法
が
成
立
し
、
国

の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
町
の

受
け
と
め
は
ど
う
か
。

答

国
の
方
針
は
閣
議
決
定

さ
れ
た
が
県
の
指
針
は
27
年

度
早
期
に
決
ま
る
。

県
の
動
向
に
対
応
す
る
。

創
生
法
と
ま
ち
づ
く
り

問

人
口
減
・
仕
事
・
高
高

齢
化
率
解
消
を
法
の
趣
旨
と

す
る
と
伊
奈
町
は
「
出
生
率

向
上
」
以
外
は
あ
て
は
ま
ら

な
い
と
思
う
。

町
の
計
画
は
、
全
国
の
全

自
治
体
が
取
り
組
む
総
合
戦

略
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
早
期
に

研
究
検
討
す
べ
き
だ
。

答

県
の
動
向
、
人
口
動
向

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
計
画

を
た
て
る
。

問

4
月
よ
り
実
施
さ
れ
る

伊
奈
町
総
合
振
興
計
画
は
地

方
創
生
総
合
戦
力
に
な
る
か

の
見
通
し
を
問
う
。

答

県
の
指
針
を
待
っ
て
の

新
た
な
計
画
と
な
る
。

問

国
・
県
の
補
助
を
受
け

て
の
地
域
商
品
券
事
業
は
、

消
費
事
業
の
継
続
か
ら
複
数

年
に
す
べ
き
だ
。

答

来
年
度
以
降
の
国
・
県

の
補
助
動
向
を
見
た
い
。

問

国
・
県
の
方
針
待
ち
で

は
な
く
提
案
姿
勢
が
必
要
だ
。

答

情
報
収
集
、
県
と
の
折

衝
な
ど
努
力
す
る
。

飯
綱
町
議
会
は
、
町
民
政

策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入

し
、
公
募
住
民
と
議
員
が
政

策
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

住
民
と
歩
む
議
会
の
実
践
で

あ
り
、
監
視
機
能
・
政
策
立

案
機
能
を
手
法
の
1
つ
と
し

た
画
期
的
な
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
制
度
を
継
続
し
「
集

落
機
能
の
強
化
と
行
政
と
の

協
議
」
を
テ
ー
マ
に
実
践
。

こ
の
実
践
と
と
も
に
強
調
さ

れ
て
い
る
の
は
、
執
行
機
関

の
監
視
と
と
も
に
、住
民
・
議

会
・
行
政
に
よ
る
今
後
の
飯

綱
町
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
議
論
を
巻
き
起

こ
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

執
行
機
関
へ
の
提
言
は
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
機
会
が
少
な
く
、

議
会
報
告
な
ど
今
ま
で
以
上

に
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
と
広
聴
機
能

の
強
化
が
課
題
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

＊
特
筆
す
べ
き
取
り
組
み

�
「
女
性
の
知
恵
と
力
で
新

し
い
町
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
女
性
を
対
象

に
開
催
。

�
議
会
だ
よ
り
や
議
会
活
動

全
般
に
つ
い
て
の
議
会
広

報
モ
ニ
タ
ー
（
57
名
）
を

始
め
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
更
な

る
議
会
改
革
を
推
進
す
る
必

要
性
を
感
じ
取
っ
て
研
修
を

終
了
。

地
方
創
生
「
ひ
と
・
ま
ち
・

し
ご
と
法
」
と
伊
奈
町

会派による
政
務
活
動
報
告

町
議
会
で
は
、
議
員
活
動
の
資
質
向
上
を
ね

ら
い
と
し
、
各
会
派
で
、
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
を
視
察
調
査
し
た
り
、
ま
た
、
様
々

な
研
修
を
行
う
な
ど
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
等
に
つ
い
て

日

時
�
平
成
27
年
1
月
15
・
16
日

視
察
地
�
長
野
県
飯
綱
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

会

派
�
新
政
21
・
み
ら
い
研
伊
奈
・
伊
新
の
会

む
ら
や
ま
ま
さ
ひ
ろ

村
山
正
弘
議
員

役場より本町小室を望む

一般質問・政務活動報告

飯綱町議会と活発な意見交換をしました
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